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公共用水域の指定水域については、水質基準の設定がなされるわけであるが、全

国第１号として、さぎに決定を見た江戸川の佃|にみられるように、基準の内容は、

一般的な水質指標に|温られており、いわゆる水産動植物に対する急性毒物買なり特

殊有害物に関してはいささかの規定もない。しかし、現実には都市下水に加えて、

有害'性の高いと思われる各種工業廃水や農薬類が流入し、公共用水域の水質は異'常

に汚濁され、いろいろの問題がひき起されていることを考えるならば、当然これら

をも規制の対象とすることがのぞましいのであるが、汚濁内容が多種多様きわめて

複雑な現況から、その一つ一つについてまで基準に定めることは到底不可能に近い

ものであろう。したがって、今後とも遺憾ながら工業廃水や農薬等による水産業の

被害事例が発生することを考慮し、いろいろの角度からの試験、研究を行い、問題

解決のための科学的な基礎の確立を急がなければならない。当場においても、この

観点から、産業廃水等について焦饒類によるいくつかの室内飼育試験を行ってきたの

で、それらの概要をとりまとめ御参考に供する次第である。

昭和５８年１０月

東京都水産試験場長鈴木 順

ｍｍＢ０’剛，、Ｌｌ８０ＩＵｉ‐’○，二》
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産業|落水などが河)||やi湖沼に流入した場合、その水域にある水産動植物に対し好ましからぬ影響を与

えていることは明白であって、各地で種々の紛争をひき起している現況である。

しかして、これら問題の速かな解決が社会的要請として提起されているが、水産庁では、水質基準設

定に際しての水産用水における有害物質の有害性の判|定については、生物飼育試験法（Ｂｉｏ－ａｅＤａｙ）

によるものとの見解を明らかにしている。したがって、当場では、都下水域の一般的'情勢から、各種薬

剤・薬品及び工場廃水等について、それら力:魚類に及ぼす影響を同法により究明しておく必要もあり、

現実にも解決を迫られている問題もあり、さらに精極的には、水産用水の生物的水質の確立を図ろため
の資料を得る一助として、魚類による室内飼育試験を行ったので、それらの試験の概要をとりまとめた

ものである。

なお、農薬、ＮＢＰ，ＤＯＰ及びＰＯＰの魚類に及ぼす影響について(ま、既に東京都水産試験場調査

研究要報５４（東水試出版通干ﾙⅢ５４）に発表ずゑであるので、木偏とあｵっせて御禾Ｉ用願いたい。

これらの試験の実施ととりまとめについては、水質研究室が担当した燗水質の分析については水質

分析室の協力を得た催か、技術部淡水研究室の方々や、供試魚の提供について特段の御配慮をいただい
た当場水元分場の方々について、ここに深く謝意を表するものである。

‘石已
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l［試験報 告

第１薬品による生物試験

1．シアン化カリウム（ＫＯＮ）による、コイおよびマハゼの致死膿度試験

シアン化物は、ガス製造業、メツキエ業等の排水中に含まれており、有毒たことはいまさら論を

またない。このシアン化物についての実験は古くから多くの学者によって報告がなされている。当

場では、これらの実験を参考に、各種排水についての生物試験を実験する第一段階として、コイお

よびマハゼを使用してその毒性を試験した。

（１）試験材料及び試験方法

ア供試生物

供試魚は、当東京都水産試験場水元分場で養殖中であったものを、本場のコンクリート飼育

池に移しかえ、試験前数週間馴化したコイ（当才魚および２才魚）と、本場内の泥池に生育中
のマヘゼを用いた。

コイ（２才魚）体長範囲１２５cm～１４．５cｍ平均体長１５．０ｃｍ

体重範囲５２９～８６牙平均体重６ス５９

コイ（当才魚）体長範囲２５cm～5.7cｍ平均５．１ｃｍ
体重範囲ａＯｙ～5．５９平均４．１１

マハゼ体長範'１１１８．２cm～１１．８cｍ平均２９ｃｍ

体重獅囲ＺＭ～２０．５９平均１２．６９
イ供試薬品

う

＄

－１－



●

シアン化カリウム（ＫＯＮ）・・…青酸カリ

ウ試験期間

コイ（２才魚および当才魚）昭和５４年９月２日～４日

マ ン、 ゼ昭和５４年１１月１２日～１６日

ェ試験方法

縦５０cm、横４５cm、深さ５０cmのガラス７１.曹を用いて、試験水として、コイの場合はコン

クリート飼育池の水を、マヘゼの場合は泥池の水を、それぞれ５５必ずつ入れた。ＫＯＮを加

える際には過去の資料よりだいたいの致疋濃度範囲を推測し、２４時間及び４８時間半数致花

濃度（'ＩＩＬ、）を求めることに主眼をおき、Ｐ・ＤｏｕｄｏｒｏＨ（1945）他の推奨する対数系列

濃度段階によった。

これらの試験槽に、コイの２才魚の場合は１水槽５尾、当才魚の場合は同様１０尾、マヘゼ

の試験では１槽あたり８尾ずつを収容した。これら供試魚は比較的健全と思われるものを選び、

２～５日前に水槽に入れ餌止めして試験水に馴化させた。

(2)試験総旦及び結果

アコイ（２才魚）の場合

、試験織旦

１観察記録
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(ｲ）試験結果

襖

－３－

１０ｐｐｍ 3.2 1.0 ０．８７ 0．７５ 0．６５ 0．５６ 対照

水温℃
範囲

平均

２z１
～２

２スア５

２ズ１
～２８．０

２Z５５

２ス１
～２

２７L５５

２２５

２２５

２ ４．
～￣

５
２

２６．０

２４．２
～２８．６

２５．８

２ ４．
戸、￣

２
２８４

２５．８

２４．２
～２８．２

２５．９

ＰＨ
範囲

平均

6.9～Z４

ス１５

6.9～ス０

6．９５

6.8～6.9

6．８５

6.9

6.9

6.7～6.9

6.8

6.7～6.8

6.7

6.8～6.9

6.8

6.8

6.8

溶存酸素 開始時 4．０８ 2．７２ 5．１７ 4．２５ ５．５６ 5．８８ 5．２８ ４．１．６

ｐｐｍ 終了時 0．８０ 0．８０ 0．９６ ０．７７

濃度 観察記 録

０．８７ｐ})、

０．７５ｐｐｍ

５分位で皆一熊に上層を泳ぎＩ吉じめだ。１２分後に鼻上気味となり１ｂか俵にIま仕卉し

はじめた。その後はた上げ、反転の状態が続き４０分後１尾横転のままたなめに沈下し
た。５０分後２尾はたえず上層を源泳１尾lま底に横臥していた。１時間２０分後、上層

輝泳中の 1尾|=非常に丁:活溌にたり表面で横転した。

理に体を正常に戻そうとして苦もんしており

１５分経過してさい蓋を開いたま

ス時間１２分機ｂ

2時間後には２尾が底部で横臥無

1尾は浮いたまま横になっていたが２時|閏

まへい死し沈下した。他のものも徐々に弱り、５時間後、

底に廣|訊したまま静かにへい死した。

上述と同様に１２分後にはな上気#味となった。

１７分後に１，尾狂奔した。

ilj学泳が続いたh:、

その後ずうっとその状態が続き 1時間

1時間位では全部上層部をｊｊ学泳し４時間後まではな上rlF上層

６時間位たって１尾は浮上したまま横臥した。

をゆっくり泳ぎ８時間後もこの状態が続いた。

その頃浮上横臥していた

ら;rした力： 、

他は`依然として上層部

1尾の個体は殆んど気力がなく間もな<へい死するものと考え

1分間に８回位の'１平吸数のまま長時間持続し１４時４８分後へい死した。他
の２尾はきわめてゆっくりではあるが、
よ‐ｧ忌且=P刀彙１ナーヘ

上層部を】》学泳しながら試験終了時（４８時間後）

０．６５ｐｐｍ 試験薬投入後も平常と変りなく泳いでいた。１４時間後に２尾がやや鼻上げ（９２回／
/ﾛ、､￣ﾛ4二〃ナｒ－ﾌﾌﾟﾋﾞｰｶﾐﾁの生 ま継了時まで全数生存普通であった。．
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イコイ（当才魚）の場合

ケ）試験経過

｜観察記録
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ヲ時｢目ｒ１５Ｃ ， ７）１付ブリ

〃 漣g-Cwl4Wて｝q叩

ｺｮｺﾞﾆ「戸ｎ列

薄闇４Ｃ。分

１握菖０ 全く動

,

４時間ｉｅｉ:i局備表面に榴鬮二F-０ｺｺﾆ「百-１２I

４Ｕ

， リ

リ１／５ｐｐｎ

－４－

０．７５ｐｐｍ ほとんど、なんの変化もなく晋i患に泳いでいたが、４５分後に２，５尾に ｈ 鼻上げを見

有効成分

膿度
供試魚数

試験開始時

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

２４時間目

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

Ｐｐｎｌ

生残率
％

４８時間目

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

生残率
％

１０ｐｐｍ ５ ２ズ１ 6.9 4．０８ ０ ０

5.2

ア
つ ２Ｚ１ 6.7 2．７２ ０ ０

1.0 ５ ２ス１ 6.9 5．１７ ０ ０

0．８７ ５ ２２５ 6.8 4．２５ ０ ０

0．７５ ３ ２８．８ 6.9 5．５６ ６６．７ ２４．５ 6.8 0．８０ ６６．７

0．６５ ５ ２８．６ 6.8 5．８８ １００ ２４．２ 6.8 ０．８０ １００

0．５６ ５ ２８．４ 6.9 5．２８ ６６．７ ２４．２ 6.8 ０．９６ ６６．７

対照 ５ ２z４ 6.9 4．１６ 0．８６ １００ ２４．２ 6８ 0．７７ １００

濃度 観察記録

１．０ｐｐｍ 開始後、１５分位で上層に集まり鼻上げ気l朱になった。

５０分後には、約半数が鼻上げを始め、なかには、器壁を利用して、水面上へ直立、跳

擢するものも見られた。

弓|きっづき、この状態のまま経過し、２時間後には著しい鼻上げとなった。

この頃には、もはや掴正常な体位で泳ぐ事は出来ず、多くに横泳、斜泳の連続で、表層

から底へ、底から表面へと、かなりな速泳状態になったのち、後慢な動作に変っていつ

た ○

鼻上げしたものの|乎吸数７１回／分、底に横臥した個体の|呼吸数５１回／分、表面で横

臥したもの５２回／分であった。

2時間１５分の時、約半数は、鼻上げ、残り半数『よ気力なく横転したまま泳いでいた。

５時間後、全数が横転、表面に４尾、底部に６尾の状態になった。

5時間４５分後、底部に９尾横|叺、表面に１尾横転となった。

9時間５０分後、停止状態のまま底に横臥したもののうち１尾がへい死した。その他の

ものも、ほとんど ｈ へいﾀﾞﾋﾟ状態と変らない状態で、ガラス棒で体に触れると、かすかに

体をふるわせ、あえて正常に戻ろうとしたが、全く元気なく、１１時間４５分後、１尾

１５時間後に１尾、 １５時間１０分後に２尾ｈ １４時間４０分後１尾死んでいった。

１５時間１５分後、残Iフ４尾の状態に、５尾底に横臥、１尾浮上、全く動かなかった。

１５時|閉５５分後】

、

底にいた１尾がへい死した。１７時間後には１尾が妬んだ。その後、

２５時間４５分後、底の１尾がへい死したので、２４時間経過後表面に横転１尾、底に

1尾となった。

２５時|剛後に１尾ｹﾋﾟんだ。以後は非常に長い間、横臥のままもちこたえたが５７～４０

時間後（推定）に景後の１尾もそのままへい死した。
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観狽Ⅱ記録

間後位では１尾が横転で、６尾が鳧上げ、あとは普通という状態であった。５時間４０

分位では、１尾が表面をぐるぐると泳いでいたが、あとは普通な泳ぎをしていた。１０

時間頃には表面騰泳が５尾になった。その後は１～２尾の鼻上げがあったのみで、２４

時間、４８時間、７２時間、９６時間と、１０尾とも正常に生存した。

照｜平穏の裡に生存した。対

|ｉ水質状況

賞度ｐｐ
]､５８

㈹試験結果

４８８寺間日ﾖﾕＭ亙央旧弔MＫｐｈ ﾕﾛﾐ千I目Ｉ臣

息ｌＤｐｌＵＯ

１４．５

５６４５１４７Ｏ９６２５

６８６２５１４７９６２５０５６５６０１５

０４２１５０６８６２５１４７ｏ９５７６９０１５６６８

０５２１６８６２５１４７６９５９２１０１５６

１５．２６．９０８１４．８■■
■ＰＰ

１４．４６．６６４

ウマハゼの場合

け）試験経過

ｉ観察記録

’
濃度

２ｐｐｍ

観察記録

薬品投入後、４分で５尾が鼻上げ勘艫状態になった。引き続き５分後には早く

横転し苦悶の症状となった。

１５外後に(ま、５尾が底に横転してしまった。５２分で６尾、５０分後に(ま全

構臥し、ガラス棒でさわると反射的に体をふるわせ、表面に向って泳ごうとす

１６２尾が

部が底に

るが多く

－６－

薑で建習 1.0 0．７５ 0．５６ 0．４２ 0．５２ 対照

水温℃

ＰＨ

範囲

平均

範囲

平均

１１．２～１４．９

1５．４

6.8～Z０

6.8

１１．０～１５．０

１５．５

6.7～6.9

6.8

１１．０～１４．９

1５．４

6.7～6.9

6.8

１０．８～１４．８

1５．５

6.7～6.9

6.8

１０．６～１４．９

１５．４

6.6～6.9

6８

１０．８～１５．１

１５．７

6.6～6.9

6.7

溶存酸素

ｐｐｍ

開始時

２４時間後

6．８８

8．２２

5．４５

6．２５

6．２５

6．２５

6．２５

5．７６

6２５

5．９２

6．０８

5．２０

備考
稀釈水のＯＯＤＩま試験前に４．１６ｐｐｍ、終了後に１２．５２ｐｐｍ

Ammon1a-Nは、前後とも０．０７ｐｐｍと変らず。

有効成分

農度
供試魚数

試験開始時

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

２４時間目

水温
゜Ｃ

ＰＨ
ＤＯ

Ｐｐｍ

生残率
％

４８時間目

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐＰｍ

生残率
％

1.0ｐｐｍ １０ １５．０ 6.9 6－８８ １４．５ 6.9 Z５６ ２０ １５．６ 6.9 ０

0．７５ １０ １５．０ 6:８ 5．４５ １４．７ 6.9 6．２５ ０ １５．８ 6.9 ０

0．５６ １０ １５．０ 6.8 6－２５ 1４．７ 6.9 6２５ ６０ １５．８ 6.8 ２０

0．４２ １０ １５．０ 6.8 6．２５ １４．７ 6.9 5．７６ ９０ １５．６ 6.8 ８０

0．５２ １０ １５．２ 6.8 6．２５ １４．７ 6.9 5．９２ １００ １５．６ 6.8 １００

対照 １０ １５．２ 6.9 6．０８ １４．８ 6.8 5．２０ １００ １４．４ 6.6 4．６４ １００
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J１
投入後l±、何等変った様子もなく経過した ｡ カミ

、 ２時間５２分t女に漸く６尾Uﾉ鼻二V~Tを

見た。その中、２時間４１分後には１尾が、きりもみ状から横臥に移った。
２時間５４分後、２尾が底に横臥、時々、泳ぎ出したりした。５時間４５分後には、普
通に騰泳し、異常l±認められなかった。 ６時間５５分後、６尾の横転、苦悶を認めた。

７時間４０分後、最初の１尾がへいﾀﾞﾋﾟした。

１０時間４０分後には、次の１尾加、い死し、 なおる尾が無気力のまま横|臥していた。

１０時間５０分に１尾、１１時間５１分に１尾、１２時間後に１尾が引き続いてへい死
し ､ １４時間１５分現在では、５尾が生存するのみとなった。

その後、この５尾(ま、かわるがわる鼻上ｒｆ、横転、沈下、浮上等をくり返し、からうじ
て生存を続けた。

５５～５６時間後（推定）に、その内の１尾がへい死し、さらに４６時間１５分後に１

濃度 観察記録

は活力なくたちまち底部に沈下、横臥してしまった。横転個体は、腹びれ、胸ひjrLﾘﾉ全

部力:充､h､こう門がしまり、腹びれが直立していた 。 1時間１０分後に５尾がへい死、１

－－ロロヘヘバ宅”、－－二院――工？へ，－万厄，÷＿,ﾊｰｧ忌鳫ヨ‘）Ｌ二各立R万Ｆ≠－１－ｒＩｷｰﾌｿﾞr－ へ

１ｐｐｍ ４分後に１尾の鼻上げ、圃艫をふた。７分で１尾横転、烈しく苦悶、水槽中、所せまし
と泳ぎまｵつった。

１０分～５０分後、つぎつぎと横泳、斜泳から、ゆっくりと底部に横臥、５０分後忙に
すべて横臥した。

1時間５２分、２尾カミヘい花した。続いて、１時間４５分機、５尾がへい死した。前濃
度と同様、へい死個体は一様に、ｌＩｌ封1から腹部h:ピンク色を呈していた。さらに１時間
ＲＲＦﾄ祷祷ろ１尾がへい派、全部が死んだ。

０．７５ｐｐｍ 開始後、５分位で１～２尾に鼻上rfを見るうちに、１０分位で、ほとんどの個悸か古悶

いぎじめ、水槽中を速泳し、この状態力:しばらく続し

水しぷきをたてるものもあった。

その後徐々に弱まり底に沈下横臥した。

､た゜５０分後では盛んにあ成れ、

1時間５４分後、２尾ｈ:ヘい死した。２時間４分後、更に１尾がへい死した。引き続い
－句眸閣イヮ,PI-鑓，,屋力:汗にヮ時間スハ升で１尾が死んで、全部へい死した。

０．５２ｐｐｌｎ ５～６分後、２尾の鼻上げを観察した。その後、珸汗の遠泳をみたが、仁じ較印静かであ

-つた ０ 1時間後の呼吸数は或る個体で５６回／分であった。

非常に緩慢に弱まり、５時間１７分後に５尾の横転、苦悶を見た。５時間５９分後には、
６尾が横になった。横になったものは気'息えんえんで、

を動かす程度であった。

ガラス棒をふれると、僅かに体

４時間１５分後、１尾がへい死した。４時間５５分後２尾、５時間４５分後１尾、６時
間２０分後１尾、６時間５０分後には１尾と５０分～５０分間隔で妬んでいった。以後
L＋Ｒ膣i罰，，,F卜で１尾－８時間４０分後に１尾と、全数がへい死した。
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(ｲ）試験結果

司始照 ４時|創匡 ４８１ｺ

ｒ１

ＬＪ

ｏｐｍｌ％

１℃

１
１

Ⅱ

［
』

－８－

備考
稀釈水のＣＯＤに試験前５．５６ｐｐｍ、終了後に”２ｐｐｍ、Ａｍｍｏｎユａ－Ｎｌ±前で0．８７

1,,後で１５７ｐｐｍと上昇した。
-- 0

濃度 観察記録

尾がへい死して、残りI士たった１尾となった。

４８時間１５分後に、突然;iLf奔、圃腱、とすさまじく泳ぎまわったカョ、それから５０分

後の４８時間４５分後に、何事もなかった様にへい死した。

０．１８ｐｐｌｎ ごく普通の状態で経過したが、４時|飼後に１尾が上層溝泳から横転泳となった。４時間

５０分後には、２尾が涯奔、勘蝉した。

その後は又、普通ID状態に戻ったが、１２時間後に１尾が静かに死んだ。

１５時間５８分後に、次の１尾ｶﾖﾍい死した。それから５時間後i、１８時間５２分後に

２尾、２０時|罰１２分後に１尾が妬んだので、２４時間綴且後では生存５尾であった。

その後(±、そのままの状態で過したが、４５時間頃１尾が、苦悶し(ずじめ、しばらくし

て、横臥状態となり、４６時間４８分後忙へい死した。

０．１５５

ｐｐｍ

生残った２尾は、４８時間後、７２時間機、９６時間後、と普通の状態で生存を続けた。
時々 、

１
、 2尾の鼻上げをふた仇普通の状態で大部分しま経過し、２４時間後には全数

が無事であった。５２時間５０分に１尾が横臥のUりち、へい死し、５９時間後に２尾の

へい死を見た。その後、４８時l趨後、７２時間後、９６時間後と、何れも異常なく５尾

が生存した ０

0.1ｐｐｍ 時として、１ 、 2尾の鳧上rfが見られたのみで、特記する事もなく、２４時|園～９６時

間経過し、全数生存した ○

対照 I]寺折、鼻上rH-るものもあった瓜平穏狸に試験終了時まで、異常なかった。

2.0 1.0 0．７５ ０．５６ 0．５２ 0．２４ 0．１８ 0．１５５ ０．１ 対 照

水温℃
範囲

平均

１５．２～

１５．６

１５４

１５．２～

１５．７

１５．４５

１５．６～

１４．１

１５．８５

１５．８～

１４．４

１４．１

１０．８～

1６．１

１５．９

１１．４～

１５．２

１４．０

１１．４戸～

１５．５

１４．２

１０．８～

１Ｚ０

１４．５

１１．６～

１５．１

１４．６

１１．５～

１

１５．９

Ｐ且

範囲

平均

710～

ス２

ス１

ズ０～

Ｚ２

Ｚ１

Ｚ０～

Z２

Z１

ス０～

Ｚ１

Z０５

Ｚ０～

Ｚ５

ス０

6.9～

Z７

ス５

Ｚ１～

Ｚ５

Z２

Ｚ０～

Ｚ１

ｽｲ

Ｚ０～

Z４

z０

6.9～

Z１

6.9

開始時

２０～２４

時間後

5．５２ 4．１６ 5．０５ 2．２５ 8．９７

6２５ 4．００ 5．２０

２．０９

１．４４
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(3)考察

ア試験結果から見た特徴

（ｧ）コイ（２才魚）の場合

１０～０．８７ｐｐｍでは、ＫＯＮ投入直後か、５分位で、異常な徴候が現われ、１１時間以内
に全数がへい死した。

０．７５～０．６５ｐｐｍでは、１４時間頃に異常な徴候が現われ、ヘい死も起る｡
しかし、半数以上が生存する。

（ｲ）コイ（当才魚）の場合

１ｐｐｍ～０．５６ｐｐｍでは、１５分頃から１時間４０分頃まで、比較的ゆるやかな徴候が現
われ、２時間に著しい徴候が現われ、苦悶する。

９時間５０分項最初のへい死があり、４０時間後までには、１００～８０％がへい死する。
０．４２～ｑ５２ｐｐｌｎでは、５時間後位に著しい徴候が現われ、９時間４５分後にへいﾀﾋﾟする

ものもあるが、５０％以上が生存する。

（ｳ）マハゼの場合

２～０．５２ｐｐｍでI±、４～６分後に、軽い徴候が現われ、５分～５時間１７分後位までに、
著しい徴候があり、１時間位からへい死がl土じまり、８時間４０分後までにl丈１００％がへ
い死する。

０．２４～０．１８ｐｐｍでは、５時間～５時間後位で、著しい徴候が現われ、０．２４ｐｐｍでは、
４８時間目はやつと１２．５％生存する。０．１８ｐｐｍでは２５％が生存する。０．１５５～0.1ｐｐ
ｍでは、ほとんど平穏に経過する。０．１５５ｐｐｍで５Z５％のへい死があるほかは生存する。

イ２４時間'ｒＬｍ、４８時間ＴＬｍの検討
試験魚の生残率から直線的補間法によりＴＬｍを図解的に推定すると、図１～５の如くにな
る。すなわち、試験濃度を対数尺度に、生残率（％）を算術尺度においた片対数グラフ用紙上
にプロットし、試験魚の半分以上又は半分以下に対し、致命的であった試験系列中における相
隣る濃度での生残率を示す２点を、直線でつなぎ、このグラフ上での５０％生残りに対する膿
度を推定した。

それによると、つぎのようであった。 －〆

宝

⑪

－９－

有効成分

膿度
供試魚数

試験開始時

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

２４時間目

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

生残率
％

４８時間目

水温
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

生残率
％

1.0ｐｐｍ ８ １５．２ Z０ 4．１６
０ ０

0．７５ ８ １５．６ Z０ 5．０５ ０ Ｕ

0．５６ ８ １５．８ ZＯ 2．２５
０ ０

0．５２

0．２４

８

８

１５．８

１４．１

Z０

ズア

8．９７
０

５z５

１６．１ Zろ ＬＪ

１２．５

0．１８ ８ １４．４ Z５ ヨス５ ２５

0．１５５ ８ 1６．０ ヌ１ １zＯ ス１ １００ ６２．５

0.1 ８ １４．０ z４ １００ １００

８ １５．６ ズ０ 2．０８ １５２ 6.9 1．４４ １００ １５．２ Z１ ＵＬＪＬＪ
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図１ コイ（２才魚）
－２４時ｎＴＬ頂ｑ５ＢＰＰｍ
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－濃度ＰＰｍ

濃度ＰＰｍ

図２コイ（当才魚） 図５ ハゼマ

２４時間ＴＬｍについて、三者を比較すると、

コイ（２才魚）＞コイ（当才魚）＞マハゼの順で、コイの２才魚は当才魚に対し、
1.5倍、マハゼに対し４．５倍であり、またコイの当才魚はマハゼに対して５．５倍の値である。
４８時間ＩＬｍでは、コイ（２才魚）＞コイ（当才魚）＞マヘゼ、のl順で、コイの２才魚は

当才魚の1.6倍、マハゼの４．８倍で、コイの当才魚低マハゼに対し５０倍の値である。
したがって、ＫＯＮに対する三者の抵抗強度は、

コイ（２才魚）＞コイ（当才魚）＞マハゼの順である。

しかしながら、コイの２才魚による試験と当才角による試験とでは、かなり試験期間がずれ
ており、水温差にしても１５℃前後開いている。また、４８時間を経過すると、おおむね魚は
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平常に|灰復する事が観察され、ＫＯＮの毒性が不安定であるようにうかがわれる。それ故、こ

のような水温差による魚体の感受性の差や、毒性の漸減等をさらに検討し、出来得る限り、多

くの要因を考慮に入れた。生物試験によって、さらに確認する必要があろう。

(4)要約

アシアン化カリウム（ＫＯＮ）を使用して、コイ、マハゼによる生物試験を試みた。

イ試験開始から終了時（２４時間～４８時間）までの魚の行動を観察し、出来るだけ詳細に記

録した。

ウコイ、マハゼの２４時間ＩＬｍ、４８時間ＴＬｍを補間法により、図解的に推定した。それ

によると、

凸

｡

.寺自｢Ei~１F

０．１７５．．００

].１６４８４８M寺盾

となり、ＫＯＮに対する三者の抵抗強度は、

コイ（２才魚）＞コイ（当才魚）＞マハゼの順であった。

第２農薬による生物試験

１．浸透性殺虫剤「サイメット」によるコイの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア供試薬剤

浸透性殺虫剤「サイメツト」（５％顎粒剤）

化学名０．Ｏ－ｄｉｅｔｈｙｌＳ－（ｅｔｎｙｌｔｎエｏｍｅｔｌｌｙ１）ｐｎｏｓｐｎｏｒｏ－

ｄｉｔｌＵｏａｔｅ．
Ｓ

構造式Ｏ２Ｈ５０／、
＞Ｐ－ＳＯＨ２ＳＯ２Ｈ５

Ｏ２Ｈ５０

対象害虫ニカメイチュウ、ウンカ、ヨコパイ等

イ供試魚コイ（当才魚）平均体重０．５４，、平均全長５．５６ｃｍ

ウ試験期間昭和３５年６月２２～２６日

水温変化範囲２２．６～２４．５℃

ＰＨ変化範囲加～Ｚ２℃

エ試験方法縦５０cm、横４５cm、深さ５０cmの角型ガラス水槽に、２ｏｚの試験水に対し

て、１０尾ずつ収容。

（２）試験経過及び結果

ア観察記録

の

８８寺間邑]壬H｣Ｆ１曰‐ｧ弓､'十Aにﾆタ
ＯＰｌｎｌ月i三1互旨ｲ麦､６ｐ守'百

４時|田に'－４８鴎

苗｡
６

雪Ⅱキハ薄闇目姶鵺６時間目：

－１１－

． イ

（２才魚）

． イ

(当才魚）
マハゼ

２４時間ＴＬｍ ０．７８ｐｐｍ ０．５８ｐｐｍ ０．１７５ｐｐｍ

４８時間ＴＬｍ 0．７８ ０．４８ 0．１６２

濃度 観察記録

１．５５ｐｐｍ 開始後６時間目までに２尾、１２時間目では４尾死んだ。さらに、１８時間目までに１

尾死亡して、生残は５尾となった。その後、２４時|田目、４８時間目ともに変化なく経

1局 ○

1.↑５ｐｐｍ 開始後６時間目までに２尾、１２時間目で(±さらに４尾へい死した。生残魚は４尾とな
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(3)考察

上記の結果から、それぞれの生残率を半対数

グラフにとり、２４時間、４８時l罰のＴＬｎｑを

推定すると、次表および次図の如くなる。

一線２４時向
－．－錦ｑ８晦向

Ｉ

生
・
轍
誠
十
＄

ＤＫ】

日①

４８ｐ寺間,上,Ｌ,正２１ｔ

ｍ９８ｐｐｍｌｎ－９Ｒｂｂ

さらに、４８時間'ｒＬｍ×０．１から噸,忌量を

求めると

噸,忌量＝０．０９８ｐｐｍとなる。

ＭＯＩ頚０コｑ２Ｂｏｓ７０４９０.庵ＩＯＩＩ５Ｉ弱２．１

－－－－濃度

コイ、サイメツト

－１２－

０

気
Ⅸ

０

０７
釦
罰

如
犯

０２
０－

濃度

０．７５Ｐｐｌｎ

０．４９ｐｐｍ

る。その後、２４時間、４８時間ともに変化なく経過 ｡

開始後６時間目までに２尾、１２時間目で(,丈さらに１尾へい死して、生残魚７尾となる

が、その後、２４時間目、４８時|飼目ともに変らずに経過。

６時間目でl主７尾生残ったｈ１，２４時間目では６尾生残し、その後４８時間目まで、変

化なく経過。

０．５７ｐｐｍ １２時間目に２尾へい死、そのまま４８時間目まで変化なし。

０．２８ｐｐｍ ６時間目に１尾花、１２時間目ではさらに２尾へい死したが、その後は変化なく、２４

時間、４８時間経渦 ｡

0．１５５

ｐｐｍ

１２時間目までに１尾へい死、その後４８時間経過せるも変化なし。

対 照 ２４時間目まで変化なく、４８時|司目までに１尾へい死し、生残魚l±９尾となった。試

験終了。

有効成分濃度 供試尾数
開始時

ＤＯｐｐｍ

２４時間目

ＤＯｐｐｍ 生残率％
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２殺線虫剤「ＡＯＯ－１８１５５」によるコイの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア供試薬劇１

段線虫剤「｡A００－１８１５５」（５％頬粒剤）

化学名０．Ｏ－ｄｉｅｔｈｙｌＯ－２－ｐｙｒａｚ１ｎｙｌｐｈｏｓｐｈｏｒｏｔｎｌｏａｔｅ

構造式Ｏ２Ｈ５０Ｏ

ＭＭ>iLQ<f二f＞
対象害虫イモグサレセンチユウ、ネコプセンチユウ、シストセンチュウ等

イ供試魚コイ（当才魚）平均体重０．５４９、平均全長５．５６ｃｍ

ウ試験期間｝|召和５５犀６月２２日～２７日

水棉変化範囲２２６～２５２℃

ＰＨ変化範囲 ６．８～Z２

二試験方法縦５０cm、横４５ｃｍ、深さ５０cmの角型ガラス水槽に２０必の試験水に対し、

１０尾ずつ収容。

（２）試験綴圖及び結果

ア観察記録

囚

｡

１１二始後２１｣手間に ａｆ用

９時|閉眉 等張王】し

謁始時より４８時間;(￥i僧］し

ｌＵ５７ｂｐｍと芒苣＜'百'1棗ｃ

イ試験結果

■

度|供試尾数'二選間具|生鐘間星
「1

」］

ロ
「.

１６
11

-」

－１３－

~'Ｔ零F亟孵’

濃度

１．０ｐｐｍ

０．６５ｐｐｍ

観察記録

開始後２時間目ではへい死魚なく、１０尾生残していたが、６時間後には９尾がへい死

し、１８時|飼目には、残る１尾もへい死して、生残魚０となる ｡

2時間後でl土１０尾生残していたが、６時間目では６尾、１２時間目ではさらに５尾と

計９尾がへい死し、生残魚は１尾となった。これはその後変化なく、４８時間経過 ｡

０．５７ｐｐｍ

０．２１ｐｐｍ

６時間目に４尾、１２時間目にさらに２尾、１８時間目ではさらに１尾がへい死して、

２４時間目て､は、生残魚２尾となる。その後は４８時間目まで変化なし。

６時間目で(±１尾へい死したが、そのまま１８時間を経過、２４時間目で(ま生残魚８尾、

４８時間目でも変化なく経過 ◎

０．１ｐｐｍ １２時間目では１尾へい死し、２４時間目の生残魚数は７尾。その後変化なく４８時間

経過して試験終了。

0．０６５

ｐｐｍ

１２時間目で(±２尾へい死したが、その後は４８時間経過せるも変化なし。

0．０５７

ｐｐｍ

対照

開始時より４８時間経過しても何ら変化なし。

上記０．０５７ｐｐｍと全く同様。

1.0

0．６５

１０

１０

０

１０
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星曇菫間昊|生蕊間具砿|供有効成分１
ｐｐｍ

試尾鑿

０
０
０
０

２
８
７
８

０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

０
０
０
０

２
８
７
８

0．５７

0．２１

0.1

0．０６５

１００１００0．０５７

照 １００ １００対

(3)考察

上記の結果から、２４時間ＴＬｎｑ、

４８時間'ｒＬｍおよび嚥忌量を推定

すると、次表の如くなる。

一滴泉２４路同

一・一系JＲ４８鴎向

回
’２４時間

Fil菫T言
4具辱'曰｣｜蟻

■
Ｚ■■■■■
■■■■■

］７７８１０．０２７８

二
＝
_’ ＝1屯－

5．農薬「サイメツト」及び「ＡＯＯ－

１８１５５」による残毒性試験

田畠に撒布された薬剤が時間の経過

によって、その有する毒性（効力）が

どのような影響をうけるかということ

を知るため行った。
HTJ
37００６５０

度ＰＰｍ
を知るため行った。００１ＱＯ３７ｑＯ６５ｏｌ０２１０３７０６５１０

－－－液度ＰＰｍ

(1)試験材料及び試験方法

ア供試魚コイ（当才魚）
．イＡＯＯ－１８１５５

フナ（当才魚）

イ供試薬剤浸透性殺虫剤「サイメツト」及び殺線虫剤「ＡＯＣ－１８１５５」

ウ試験期間昭和５５年７月１８日～２７日

ェ試験方法供試薬剤について、それぞれ毒性の比較をし易いように既に行った致死濃度試

験において使用した有効成分膿度、ものな'作成し、溶解後５日目と８日目とに

魚を収容した。

容器は縦５０cm、横４５cm、深さ５０cmのガラス製角型水槽を用い試験水２０

必に対し、コイ１０尾、フナ５尾を収容した。ただし「ＡＯＯ－１８１５５」の８

日目の試験水についてば、コイ１０尾、フナ６尾より試験を開始したが死亡魚

が多数出たため、途中でさらにフナ５尾を追加した。

(2)試験結果と考察

ア試験結果

－１４－

、
、

（
（
！
（
（
）

、
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●

月Hﾐ阜問

□てノ凸円

B１Ｃ

軽傍ろ曰目

■

蓉何匹祷８日目

(注）分子は死亡魚数、分母は生残魚数

水棉変化範囲２５．７｡～２８．５℃

イ考察

（ｱ）「サイメツト」の場合

薬剤溶解後５日目と８日目のものと双方とも２４時間後の生残率は高く、さきに行った

２４時間ＩＬｍ推定試験のときの同濃度の２４時間後の生残率５０％に比してはるかに高い。

このことから同剤は５日も経過すればその毒性（効力）は著しく減少するものと判定される。

なお、８日目のものに１尾死亡魚が出て５日目のものに比して生残率は低くなっているが、

対照区においても２尾の死亡魚が出たことからみても魚の個体差によるものとゑて差支えな

かろう。

（ｲ）「｡A００－１８１５５」の場合

溶解後５日目の試験水も、同じく８日目の試験水についても非常に生残率が低く、供試魚

を入れてからわずか２時間後において生残率は２割以下となっている。この結果だけを見る

と、致死濃度試験のときの試験経過とかなり違った経過なり結果なりを見せている八８日

間の水分籏発量は問題にならぬとするならば個体差をやはり考えなければならないと思う。

いずれにしろ５日はもちろん、８日間放置しておいても毒性は失われていないことを示し

ている。

４．段線虫剤「Ｄ－Ｄ」によるコイの致死濃度試験

段線虫訓「Ｄ－Ｄ」は土壌中のいろいろの線虫を駆除するためすでにひろく畑作や果樹栽培など

に使用されているが、新分野としてこれを稲作について乾田や半湿田に使用した場合に、用水との

関係から水産生物に対する影響を一応考慮しておく必要があったので、本試験を行った。

ただし、本釧を実際に使用する場合には、常に土壌中に注入し作用させるものであって、直接用

水に混入使用することはない。

（１）試験材料及び試験方法

ア供試生物

．イＯｙＰｒｍｕｓｃａｒｐユ○当才魚

平均体重５．６１９

平均全長６１５ｃｍ

イ供試薬馴

殺線虫剤「Ｄ－Ｄ」シェル石油株式会社提供

職

－１５－

LI詩
薬剤 濃度

経過時間（単位・時間）

２４６８１０１２２４

サイメツ卜

ＡＯＯ－１８１５５

１．５５ｐｐｍ

0．５７

0/i３０/１３ｑ/１３ｑ/130/１３ｑ/１３レ,３

11／
２

1↓／
２

11／
２ '1／211／２

１ 1／２
12／

１

サイメツ卜

ＡＯＯ－１８１５５

1．５５

0．５７

0／
１３

O／
１３ ]し/121/１２ 1／１２１／１２リ１２

13／
３

14／
２ (ここでフナ５尾を追加)1％

対照 q/１３ｑ/１３９/１３ツ,，ツ,，γ,，ツ,，



ザ

Ｐ

主成分ｄｉｏｎｌｏｒｏｂｒｏｂａｎｅ，ｄユｏｎｌｏｒｏｐｒｏｐｅｎｅ

主な性質沸点１１２℃、比重1.2、蒸気圧（２１℃）２９ｍｍＨｇ

水に対する溶解度約１，０００ｐｐｍ、塩素含有量５５％

油剤が本来のかたちであるが、上表にみられるように水に対する溶解度が非常に小さいので、

本試験に際しては特に乳剤をも作成提供をうけ、両者を併行試験した。乳剤の場合の有効成
分は７０％であり、比重は１．０５８であった。

ウ試験期間

昭和５７年１０月－１２月１４日

エ試験方法

縦５０cm、横４５．７z、深き５０cmの角型ガラス水１曹を用い試験水２０必に対してそれぞれ１０

尾ずつ収容した。

稀釈水には水道水を汲み置き充分に曝気を行ったものを使用した。

稀釈水の分析結果は、次の通りであった。

０．０．，－０．４８ＰＰｌｕ

Ｐ・Ｈ－ス１

ＮＨ４－Ｎ－０

０’１－６．８４ｐｐｍ

致死濃度の決定については２４時間、４８時間

半数致死限界膿度を求める事に主眼を置きＤｏｕｄｏｒｏ廿他の推奨する方法に従い直線的補

間法によった。

初め、大きな段|砦で、予備的試験を行い、大体の致佗濃度範囲を求め、次に対数序列の渡度

を選んで本試験を行った。予備試験は５１コ行った。

稀釈水のみでの対照試験も併行した。

試験中の各水槽には供試薬剤が非常に揮発し易いことを考えて、エアーレーシヨンによる溶

存酸素の補給は行わなかったが２４時間、４８時間ごとに定量を行ない表Ｉに記載した。

本試験では時期が遅く水帰の低下が供試魚に与える影響を考慮して試験室内で火を焚き室温

を上昇させる事によって水温の上昇を求めた。

ＶＶＴの変化赫囲は１１．５～20.2℃であった。

又油,孔の場合は５００ｐｐｌｎＤ高1農度のものを作ってそれを所定の膿度にまで稀釈したが乳剤

ではそのまま秤量して水榴に技入し所要の践度j容液を作製した。

(2)試験経過及び結果

ア試験経過

（ｧ）油剤の場合

有効成分

膿度

１５．５ｐｐｍ

観察記録

試験開始後１時間目頃より輝泳等の行動が対照区に比較して緩慢となったように見られ

た。

４時間目頃て(ま全供試魚共、表層を活力なく滕泳し体表より粘液を分泌していた。対照

区に比較し体色力：１尾異変した。

６時|飼後頃では全魚が黒変し粘液の分泌が甚しく、全魚力:水面近くに浮上して源泳。

－１６－



⑪

有効成分
膿度

録察

「
Ｈ
」

一
室
口観

１０時|閉半に１尾へい死。残る９尾の５ち１尾は横転他は浮上し活力なく源泳し時折苦

悶楴奔、叉は旋回運動を行う。

１１時間半後には５尾。

１２時間半目に２尾。

１５時間後に２尾と急､速忙へい死し～１４時間２５分目には残る２尾もへい死して生残

魚なし。

開始後、４時間目頃から、やや動作が緩慢となり中層に静止したりiij学泳したりしていた。

５時間半頃でば粘液を分泌し１尾は異変していたｶﾐ、１０時間半目頃では全てｈ:水面近

くに浮上し活力なくlifiE泳し臆とんど全部が異変していた。

１１時間４０分目では１尾力＆横転し、僅かに呼吸運動を行う。

１５時間２５分に横転していた１尾が死んだ。残りは粘液の分泌がかなり激しく漉泳動

作も全く緩慢となり水面直下に浮上していた。Ｉ群折狂奔反転運動を行う。

１４時間２５分後には１尾、

１５時間目に２尾、

１６時間５分目に１尾と妬んで残る５尾は全く活力なく浮上し、時折激しく反転、旋回

運動を行う。

１７時間５５分後に１尾

１８時間５０分後に１尾、これより２４分後にはさらに１尾がへい死した。

残りは静止し時折狂奔。

２０時間５０分後には１尾、

２１時間４５分後には最後の１尾もへい死して生残魚はなし。

開始後８時間目頃からやや動作が緩慢になり、粘液を僅かに分泌したものが見られた。

１尾が体色黒変した。

１０時間５０分頃では約４割が表層近くに浮上し残りは中、下層を緩慢に漉泳この状

態は１６時間経過後まで続いたが、１８時間目頃では５尾がひん死の状態で横転し時折

激しく旋回運動を行なう。

１８時間５０分後では２尾、これより２４分後にはさらに１尾

２０時間後に２尾。

２１時間４５分後に４尾へい死し、残る１尾も２５時間後忙へい死して生残魚はなくな

った。

１０時間目後から全般的に活力がなくなり動作が緩'受になって来た。粘液を僅かに分泌

し始めたものが見られたハその後１５時|田頃より下層にllj字泳していたものが中層に静

止又はゆるやかにｉｉｉ字泳する様になった。その後大きな変化はなく経過して、２４時間目

では１０尾共に表層を輝泳、２６時間後に１尾、５０時間後に１尾、さらに４０時間後

に１尾とへい死したが、残る７尾は活力なく浮上tj字泳しながらも４８時間目まで生残。

CD

ひ

１１．５ｐｐｍ

8.7ｐｐｍ

6.5ｐｐｍ

■

６時間目
4.9ｐｐｍ

中層を騰泳するものが出て来た。

このままの状態で、２４時間、４８時間を経過した。
③

－１７－
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(ｲ）乳剤の場合、
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イ試験結果

以上の試験綴昼から得られた結果をとり主とめると、表Ｉの如くたり、この生残率から､２４

時間ＴＩＪｍ、４８時|嗣ＩＬｍを対数グラフの上で図解的に推定すると、図１の如くなる。
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(3)考察

図１を基礎にして、Ｄｏｕｄｏｒｏｆｒの方法で２４時間、４８時間１，１ｍｍを求めると、下表の

如くなる。

４時間ＴＬｍｌ４８時間ＴＩ｣ｎｏ

さらに、Ｈａｒｔ，Ｄｏｕｄｏｒｏ江，Ｇｒｅｅｎｂａｎｋ等によって提案されている次式

。-岨時間差…(;二嚢鱒な濃度）
によって、生物学的安全濃度を、また、嫌忌するであろうという量（これは、４８時間'ｒＬｍ×

0.1で、表わされるのであるが）を推定すると、次表の如くなる。

狗受全濃度ｌ嫌

ソ１ｐｐｍｌＯ－７１ｂｂｎＣ

[Ｌ／４

これによると、２４時間ＴＬｍ忙於いては、油剤、乳剤、どちらも差異はないが、４８時間Ｔ

Ｌｍでは僅かの差が、見られた。

また、試験中に、供試魚が示す行動や、魚体の上にみられた特徴等を記すと、油剤、乳剤とも

試験開始初期では、次第に活力がなくなり、底層より表層に浮上し、えら、ひれ等をゆるやかに
動かし、動作が緩慢となる。

この頃より、体表から粘液を分泌し、体色は黒く変化する。

体色黒変の原因としては、薬毒が神経中枢を刺激することによって、色素胞を拡散させるため
ではないか、と考えられる。

柘液の分泌、体色の黒変は、高濃度になる程顕著に現われた。

また、死亡時間が近ずくにつれて、横転叉は逆転して浮上し、時折、苦悶するように激しい
旋回、反転等の運動を示し、水槽内を狂奔する。

このように、急激な運動を起すようになると、まもなく妬ぬ゜

へい死魚のうち、７０～８０％は口を開いたままであったが、えらは閉じていた。

また、生残時間と、Ｄ－Ｄ膿度を対数グラフにとり、死亡した魚の時間をグラフに記入した図

２より、乳剤の方が僅かではあるが、油剤に比較して致死しはじめる時間が遅いが、しかし、死

亡魚が出はじめると、急速にまとまって死んでゆき、生残率が０％になるのは、油剤よりも早い
傾向が見られた。

(4)要約

アコイに対する、Ｄ－Ｄの油剤、乳剤の１１．５～２０℃前後の水温で、生物試験を行った。

イ試験開始時から、終了時までの魚の行動や、魚体の変化を観察し記録した。

ウ２４時間1ｒＬｍ、４８時間'ｒＬｍを補間法によって、図解的に推定したが、結果は次の通り
である。

沌靭|では、２４時間'ｒＬｍはス５ｐｐｍ、４８時|副ＴＬｍはＺ１ｐｂｍ

－２０－

２４時間ＴＬｍ ４８時間ＴＬｍ

油剤

乳剤

Z５ｐｐｍ

Ｚ５

生物学的安全濃度 嫌，忌量

油剤

乳剤

１．９１ｐｐｍ

2．１６

０．７１ｐｐｍ

0．７４
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図２

乳剤では、２４時間ｌｒＬｍはＺ５ｐｐｍ、４８時間'工ｉＬｍはス４ｐｐｍ

5．殺線虫剤「Ｄ－Ｄ」の土壌残毒性試験

Ｄ－Ｄは、従来から畑作や果樹栽培に際して広く使用されているが、稲作についても線虫の被害

を防除するためその使用が考えられている｡しかし陸稲の場合を除いて稲田に使用した場合、薬剤

が用水中に浸出拡散し、河川に流入して水産上の問題をひきおこすことが危'膜されたので、Ｄ－Ｄ

を使用した場合の水田土壌の残毒性を魚類を用いて室内試験により究明した。

（１）試験材料と試験方法

ア試験材料

（ｱ）供試薬剤段線虫高lｌＤ－Ｄ（油剤）シェル石油提供

（ｲ）供試魚モツゴ（別名クチポソ）Ｐｓｅｕｄｏｒａｓｂｏｒａｐａｒｖａ（ｍＭＭ工ＮＯＫｌＢｃ

ＳＯＨＬｍｑＢＬ）平均全長6.7ｃｍ平均体重２．６６ｇｒ

（ｳ）供試土壌①砂壊士（千葉県飯岡町付近）含有水分重量百分率５４００％

②粘土質土壌（埼玉県鴻ノ巣町付近）〃２７１０５％

③火山灰土（宇都宮市近郊）〃５１．２８％

（ｴ）試験方法昭和５８年５月６日～５月２４日

イ試験方法

ケ）試験土壌の収容

室内実験用容器としてホーローびき鉄製円筒形水槽（内径５５．４ｃｍ、内側高５５．８ｃｍ）を

用い、これに試験用の５種類の土壊を深さ２０cmずつ収容した。各種土壌について半湿田区

用のものだけ若干の水（供試魚を馴化飼育中のもの）を注加し半湿田の状態を出現させた。

３

③

－２１－

１１１１１



之

（ｲ）薬蔚'１（Ｄ－Ｄ）の注入

乾田、半湿田状態としたものについて表面中心点に深さ’０cmの小さい穴をうがちピペッ

トを用いてＤ－ＤＭＣＣをその中に滴下して直ちに穴を埋め軽くおさえてＤ－Ｄの散逸を防

いだ。

薬量は、本剤の既庄の全ijﾖji処瑚票準便用量である１穴２Cｅ（平均士蝿面積１５×１５×５．１４

０１㎡につき）に準じ試験水槽の士蝿表面積から算出した。

け）ガス波き

薬剤注入後１０日を経て、試験士ｌＷｌＹの表面を軽くほり左こし、４日間放置してＤ－Ｄガス

の発散を容易ならしめた。

目注水と供試魚の投入

魚類により残毒性を検するﾌﾟ(二め、ガス抜きを終つﾌﾟ(二試験水槽に、供試魚を馴化飼育中の水を各

士鯉表面から’０cmの高さにまで注入し、注水傍直ちに供試魚モツゴを各水槽ごと（対照区

用水槽も同様）に’０尾ずつ入れた。溶存酸素量の不足により魚類が死ぬことを,方ぐため半

数致死濃度試験と同様に魚体２９ｒにつき試験水Ｍ〉を最低の線とおさえ両者の量的関{蔦を

考慮した。

(2)試験経過及び結果

ア経過

魚類を飼育するための各水槽への注水後、1日位は砂:鰹士を収容した試｝験水槽だけは、いずれ

も比較的水力K澄永、魚体を上から観察することができた航その後は全水槽とも非常ににごっ

てしまい、しかも魚が臆とんど表層に現われることがたかつたため試験期間中、水をはったま

まの状態では全く外部からの観察ができなかった。そこで供試魚の生残を確かめるため、やむ

なく一時的に水を徐々に別ｏ容器にうつし、水量を減じつつ生残数を確認する方法をとらざる

を得なかった。確認後は再度試験水惜に水をもどし試験を継続した。

試験期間中の室温及び土壌温度、供試点飼育試験中の水温は第１表のとおりであった。また

午前９時本場における気象状況を第２表に示す。

第１表試験期間中の室淵一士幽品度及び飼育水淵
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第２表期間中の気象状況（本場にて午前９時）

気温

Lfii-
考|気圧｜湿度風向、風力天｜侯月日 盲~蒔｢１現時

℃
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１２８
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1５ ８：５０ 1Ｑ５ 1９８ 1Ｒ８ 1２９ ↑ヌ９ 1２８ 1yＬ９ 1２８ １日８ 20.0

1６ ８：２０ 1５．９ 1５．８ 1５．７ 1５．６ 1５．６ 1５．５ 1５．６ 1５．８ 1５．８ 1５．９

ガス 抜き

１７

１８

ワ、

１０：１２
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２１．２

1z２

1２２１ 18.6118.7 1Ｑろ 1８．８ 1８．９

1ｙＬ７１１ヌフ 1２７ 19Ｌ８ ｌ１９Ｌ６ 1２６

1５４ 1５．２ 15.4 1５．４ 1５．５ 1５．５

1２０ 1８．５

1ＱＲ 19L６

1５．６１１５．４
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１２８
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7kシギ入一供試魚投入（以下は飼育水温）

2０ １５：５０ 1６．５ 17Ｌ１ 1６．６ 1６．６ 1６．８ 1６．８ 1６．７ １６．５ 1６．７
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℃
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℃
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。’Ｎ１５１８

１９

２０

２１

２２

２５

２４

鯵
②
①
◎
①

ＮＮ日１ 25.5 1５．６ 1５．５ 1０１２５１％｜注水、供試魚投入

28.2 2１．４ 1５．０

ＳＷ

ＢＮ日

Ⅳ日

2８．９ 20.0 2Z５

４
５
２
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1021.0

お
石
印

２５ 1８．１ 1８．４

2Z５ 1Ｚ４ 1Ｚ８

(注）○快晴、 ①晴、 ◎曇 ②雨天

また飼育期間中の水質の変化は第５表のとおりである。さらに土壌くん蒸中の土壌湿度を各水
槽別に調べた結果は第４表のとおりであった。

第５表 飼育試験水の 水質
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第４表 Ｄ－Ｄ剤くん蒸中の土壌湿度

（５月１６日調）
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イ結果

試験期間をとおして、２４時間、４８時間、７２時間及び９６時間の観察では乾田、半湿田

の各試験水槽中の供試魚は、各土壌の場合とも全部元気に生残し、名士:震についての対照区に

収容したものに比較して外観上特に変った徴候は認められなかった。供試魚の生残状況を第５

表に示す。

第５表供試魚の生残状況

②

ＪＥ３ｌ皇テ卜

「
‐
Ｊ

Ｆ
Ｌ

０Ｐ１

Ｌ」

（
〕

ユ｜ｐ

］I1ollollOollOllOl10011011011001101101100110110110011011011001101101100110110110011011O110C

４１１０１１０１１０Ｕ

４Ｂ

］Ｉ１０１１ＬＩ

Ｎ…－供試魚数（尾）ｎ．…・生残魚数（尾）ｐ・…．生残率（％）

(3)考察

本試験の結果に見るように、各試験水槽内の全供試魚が投入後９６時間を経i且しても１尾のへ

い妬魚もなく生残したことから、少くとも本試験に関する限り残毒'性は認められなかった。すな

わち、標準便用量以内の量のＤ－Ｄを使用し、時日をかけガス抜きを十分に行えぼ注入１４日後

にはＤ－Ｄの魚類に対する急､性的な護性は消滅してしまうか、または、有毒性反応を示し得ない

ほどの量州し<は力価にまで減少してしまうものと思われる。ガス抜きの際乾田区はわずかに微

臭を感ずる程度であったが半湿田区では各士鰻ともかなりのＤ－Ｄ臭を感じたことから土壌中の
ガス量は異っており、両者の残毒'性にはやはり差異ｶﾐあるものと思われる。

〔参考〕本試験終了後、Ｄ－Ｄによる殺虫処理を行った士'婆水槽に用いた供試魚と対照区に用

いた供試魚との２者に分ち、別々の水槽に収容し、さきに供試魚の馴化飼育に用いた水

をもって飼育を続けたところ、前者の水槽からは'５魚が出ているカミ、後者からは出てい

ない。死因を示すデーターはない。しかし、このことから試験期間程度の時日では悪影

響が認められなくとも、長期の生存には何らか支障を及ぼすような影響があったのではな
いかとも,思われる。

農薬について土鰯を使った残毒性試験は初めてのことであり、まだいろいろ問題点が残されて
いるが考察には次の諸点を十分考慮する必要がある。

ア試験士鰻の層の厚さを十分にとり得なかったこと。

容器の深さと士蝿の上に水をはり魚を飼育する関係とから、士蝿の層の厚さは２０c7nに止ま

った。通常大地であれば土壌深く縦の方向に拡散r妾適して行き、深部に達したガスは土壌中に

残り易いと思われる八本試験の場合は下に向ったガスも比較的容易に表面から発散してしま

ったのではなかったか。

イＤ－Ｄ剤の注入部位が浅かったこと。

試験士喋の層hK20Cmであったので、注入部位も１０ｃｍがせい－ぱいであったカミ、この点土
＄

－２５－

区
分

Ｂ
Ｈ
Ｇ

０

～

、、、、
、

経
過
時
間

０ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００

2４ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００

４８ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００

7２ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００

9６ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００ 1０ 1０ 1００
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饅表面からのガスの散逸を容易にしたと,思われる。

ウ試験土壌の笹度が小さくＤ－Ｄ剤注入後の固めh:不十分ではなかったか。

試験士鰻を容器に収容する際、土壌をできるだけ士當岸状態にするため塊などはほぐしつつ入

れたので、非常によく耕された状態に近く、空気の混入も多く土壌密度も小さくなってガスの

拡散塵透を容易にした。また、Ｄ－Ｄ剤注入後ただちに穴をうめて手で軽くおさえて、穴の周

囲と同じ程度に固めたｈＫ周囲の土壌密度力:粗であったとすれば、やはりガスは散逸し易い状態

にあったと思われる。

ェ水量力:多かったこと。

本試験の場合も生物飼育試験法に採用されている水量と魚体重量との関係を守らなければな

らず、一方供試魚数にも制限h:あるため士艇量に比ぺて水量が多くなり、Ｄ－Ｄ剤が残ってと

け込んだとしても濃度力:低くなっていたことが考えられる。

（４）要約

アモツゴを用いて段線虫剤Ｄ－Ｄを乾田、半湿田においてくん蒸した場合の土壌残毒性を試験し

た。

イ半湿田の方力&乾田にくらぺてＤ－Ｄの揮発が悪く土壌中に、より多くのＤ－Ｄを残していた。

ウ砂壌土、粘土質土壌、火山灰土とも乾田、半湿田の状態ではＤ－Ｄ剤くん蒸後１４日を経過す

ればＤ－Ｄの含量には差があってもほとんど魚毒性は認められなかった。

二土壌試験は試験条件力:むずかしく問題点が残った。

オしたがって、本試験の結果のみをもって、絶対的なものとすることにはまだまだ危険性が強

いと考える。

６殺線虫剤「Ｄ－Ｄ」によるモツゴの致死濃度試験

さきに行った段線虫剤「Ｄ－Ｄ」の士鰻残毒性試験を補足する意味において、モッゴを用いた致

死濃度試験を行うこととした。

（１）試験材料及び試験方法

ア供試生物

供試魚として、当水産試験場水元分場用水堀にて孫補したものを、本場に輸送し、木製水槽

にて数週間飼育馴化したモツゴを用いた。

モツゴ（別名クチポソ）Ｐｓｅｕｄｏｒａｓｂｏｒａｐａｒｖａ（'ｒ８ｃＳ）

平均全長５．１８ｃｍ 平均体重１．０２９

イ供試薬剤

段線虫剤「Ｄ－Ｄ」（油剤）ンエル石油株式会社提供

ウ試験期間

昭和５８年９月１８日～２０日

二試験方l生

縦２１cm、横５６cm、深さ２５cmの角型ガラス水槽を用い、試験水１０必に対して、供試魚

を１０尾ずつ収容した。あわせて対照試験も行った。

稀釈水には、供試魚の馴化に使用した本場内コンクリート製飼育池の水を用いたが、その水

質の分析結果は、次のとおりであった。

ＯＯＤａＯｐｐｍＮＨ４－ＮＰＨ８．４０

０２１ ６，０５ｐｐｍ

－２６－
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致佗濃度の決定は、２４時間及び４８時間の半数致佗限界膿度を求めるために、Ｄｏｕｄｏｒ－

ｏｆｆ等の推奨する方法にした力きって、直線的補間法によった。試験濃度としては、前回に行

ったコイの試験M蔓度を参考にして決定した。

(2)試験経過及び結果

ア試験経過

△卜始慌４１ｺ ３Ｅ三カ.1本EＦＯＤＩＬ

ｅ
、Ⅱ

１'；ＦＨ労､にl工４

の弐一試Mi命開始２ス鴫

４時間目方絆楯芳姿

Ｕ[］

ｺﾞEI部に出而が認占△1貝１１刀罰しフル5口１１１挺召し丁１△T－ＬＪ

Ｂ７ｂｐｕ

6．Ｒｐｐ

ｄ９Ｄ１Ｃ

Bｂｐ

なお、試験中の水温の変化範囲は、１８１℃～２５．５℃であった。

イ試験結果

０

－２７－

Ⅲ川Ｉ
試験開始後４時間目頃から８尾が体色を黒変し元気なく浮上しはじめた。全体的に元気

がなくなり、中層から表層を隙泳していたが、１０時間後１尾がへい死し２尾も全く元

気を失った。１７時閲５０分後には４尾がへい死して生残数は５となった。

さらに、それから２時間後には１尾、５時間後にも１尾と死んでゆき、試験開始２５時

間後にはまた１尾へい死して生残数は２となり、そのま史の状態で２４時間目を経過し

た ｡

２５時間５０分後に１尾 、 ２７時間目にも１尾とへい死が続き、ついに生残は０となつ

’１
た ○

へい死魚は、体色が黒変し、えらや体側から粘ｊ夜を分泌し死後はこう門部に出血が認め
Ｆ、ｙｈ法－－

濃度 観察記録

8.7ｐｐｍ 試験開始から４時間１５分後に５尾が黒変し活力なく表層を源泳していた。１０時間後
最･初の１尾のへい死が見られた。１７時間５０分後には５尾ｈ§へい死し１尾も死直前の

ありさまで水底に横たわった崖まであった。 １９時間４５分後ひん死の１尾ｶｮﾍい死し

て生残５となった。それからさらに２時間５０分後１尾ｈＫへい死して生残は４となって

２４時間を経過した。

２６時間４５分後には２尾がへい死して生残数は２となり 、

●

そのままの状態力:続いたhH、

元気を失い４２時間５０分後にうち１尾がへい死して残る１尾も著しく弱まったが、

４７時1国５０分祷遂[へい死して４８時間目の生残は０となった。

6.5ｐｐｍ

4.9ｐｐｍ

５．７ｐｐｍ

２．８ｐｐｍ

１
ｌ

ｂ

ＬＬ

いずれも試験開始から終了（４８時間後）まで、（まとんど変化は見られなかった。ただ

ｐ５６

ｐｍの試験水槽中のものの中の５尾には、尾びれ先端から多少の粘液が分泌され

ていたのが･見られた。

供試魚投入直後と、その後は時折')活発に中・下層を泳ぎ回っていﾌﾟﾋﾆほか、大部分の時
間には－箇所に集まるようにして静止した主まであった。

対照 試験開始から終了まで全く異常は認められなかった。
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(3)考察

ア「Ｄ－Ｄ」の影響は、本試験程度の濃度の場合には徐々に魚体に及んでいるようである。投

入直後はともかくとして、まもなく底に静止するが、そのうち元気がなくなり中層をii廟くし、

次第に活力を失って表層に浮上し体色は黒変してくる。浮上したものは、わずかにひれ、さい

蓋を動かすのみである。

その後は、狂奔、急旋回叉は反転運動などの急激な苦悶症状を示すことなく徐々にへい死す

る。粘液の分泌とこう門部の出血が認められる。

イ２４時間ＴＬｍ、４８時間ＴＬｍの推定値

試験結果から、直線的補間法（第１図）によってＴＬｍを図解的に推定すると、つぎのよう
になる。

２４時櫛'ｒＬｍ８．２ｐｐｍ

４８時簡ＴＬｍＺ４ｐｐｍ

なお、このＴＬｍ推定値をもととして生物学的安全濃度および嫌忌量を求める。

生物学的安全濃度１．８０８ｐｐｍ、嫌忌当量０．７４ｐｐｍ

要約

ア「Ｄ－Ｄ」を用いて、１８．１℃～２５．５℃の水棉.でモツゴによる生物試験を行った。

イ開始時から終了時までの魚の行動や魚体上の反応を観察記録した。

ウ２４時間T'Ｌ、及び４８時間ＴＬｍ値を補間法によって推定し、さらに生物学的安全濃度と

廉忌量を求めた。

二２４時牌ｍＬｍは８．２ｐｐｍ、４８時間ＴＬｍはＺ４ｂｐｍであり、生物学的安全濃度は

１．８０８ｐｐｍであり、噸,忌量は０．７４ｐｐｍであった。

(4)

－２８－

有効成分
膿度
ｐｐｍ

試水量
必

供試

尾数
尾

試験開始時

水編
℃
ＰＨ

ＤＯ

ｐｐｍ

２４時間目

水棉
℃
ＰＨ

ＤＯ

ｐｐｍ

生残率
％

４８時間目

水淵
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

生残率
％

1１．５ １０ １０ ２２９ 8.4 8．９２ ２２．５ Ｚ５ 6．２１ ２０ ０

8.7 １０ １０ ２５．０ 8.4 8．５２ ２２．２ ズ４ 5．８４ ４０ ０

6.5 １０ １０ ２５．０ 8.4 8．７６ ２２．４ Z５ 6．２７ １００ ２１．０ Z１ 5．６７ １００

4.9 １０ １０ ２５．０ 8.4 8．７８ ２２．５ ズ４ 5．９５ １００ ２１．１ Z１ 5．５５ １００

5.7 １０ １０ ２５．２ 8.4 8６８ ２２．７ Ｚ５ 5．５６ １００ ２１．０ Ｚ１ 5．５９ １００

2.8 １０ １０ ２５２ 8.4 ２１０ ２５．１ 715 5．５１ １００ ２１．５ Z０ 4．５８ １００

対照 １０ １０ ２５．５ 8４ ２０５ ２５．１ ス２ 4．９４ １００ ２１．５ Z０

５２
●

４

１００
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２４時向ＴＬｍ 8.2ｐｐｍ

４８時向ＴＬｍ 7４ ＰＰｍ

ｌＯＯ

１Ｕ６

生９０

戒８０

率７０

＝

②

％６０

150
4０

ＩＮｌｌ3０

2０

０
０

0 ２８３７４９６５８．７１１．５

；農屡ＰＰｍ－

第１図「、－，」油削（１００％）

工業廃水による主物試験第５

１． 製紙工業（パルプ;製造を行うもの）廃水によるアユの致ｸﾋﾟ濃度試験

(1)試験材料及び試験方医

ア供試ﾉﾄ。アユ平均体重２１７９、平均全長ｄ８６ｃ７７ｚ

江戸jlIをきがのぼつ（遡）てきた唯アユを、荒)Ⅱ漁業協同組合員ｶﾐ採捕し、小

岩地失の通称アユ小屋に蓄養中のものを、本場木製大型循環水槽に移し一時蓄

養した舅のを使用。
イ試験期|罰昭和５ｐ年４月２９日～６月５日

ウ試験|楚水ＳＯＰ原液で本１１１１製紙株式会社（江戸)||区夷篠崎５１８１）にて４月２８日保

水したもの。

ェ縦３５cm、横２０cm、深さ２４cmの角型ガラス製水槽に、所要の容積百分率による試験水を

つくり、各々１ｏｚ入れ、それぞれ６尾ずつ収容した。

稀釈水には、水道をくみ置き、充分曝気した１Ｍ)を使用した。

(2)試験結果と考察

ア試験結果
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４時間１４８８寺間

水温変化範囲１８．０～２１．４℃

PＨ変化範匿ｎＲ７ｐ～７１８
対照の溶存酵素変化
開始時８２５ｐｐｍ

４８時間後５．６６ｐｐｍ
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ィ考察

２４時間、４８時間I1IJm推定値

線２４時向

線４８時向

］１２５９］

｜

「
ＣＯＤを指標としての検討

ＳＯＰ原液４８．０００ｐｐｍ
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}廉忌量推定値

４８時間'工Ｌｍ×０．１＝０．０１２５％ＣＣＩｑｏｓ６ｏＪ０群‘?８０３２
－－－濃度容積百分率（％）

ＯＯＤからみた嫌忌量

原液ＯＯＤ４８ＰＯＯｐｐｍであるか

ら０．０１２５％のＯＯＤ計算値は６．０ アユＳＯＰ廃水

ｐｐｍ

2．食品工業（化学調味料製造）廃水によるアユの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア供試魚アユ、江戸)Ⅱを遡上してきたもの。平均全長６．８６cm、平均体重２．１７９

イ試験期間昭和５６年６月１日～４日

ウ試験廃水味の素株式会社)||崎工場の廃水で、多摩Ⅱ|に排水しているものを排出口で昭和
３６年５月１５日に採水した。

エ試験方法縦５５cm、横２０ｃｍ、深さ２４cmの角型ガラス水槽に別紙容積百分率の試験水

－３０－

２４時間ＴＬｍ ４８時間ＴＬｍ
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を各１ｏｚ入れ、それぞれに６尾ずつ収容した。

稀釈水には水道水を汲み置き充分に曝気したものを使用した。

(2)試験結果と考察

ア試験結果．

度％づ

４時間日’４８８寺間目

水温変化範囲１％～25.6℃

ＰＨ変化範囲z0～Ｚ１

対照の溶存酸素変化

開始時８．８１ｐｐｍ

２４時間後６．０８

」

１
‐
－
】

｢ｌＵ

」⑨

」０」
Ｌ二

[］、ｄｇ

］ⅢL}［DjU

］、｣ｐｌｃ

線２４時向４８時間イ考 察

ＴＬｍ推定値、嫌忌量

二
・
三

Ｊ
Ｊ
０
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
』

１００

k
９０

豪

率８０

％７０

１．．
５０

４０

３０

２０

１０ Ｌ
４８時間IiLmlj鑛忌量２４時間ＴＬｍ
_￣￣￣

％

0．２２５

％

2．２５

％

’２２５
１－－－

ＯＯＤからみた嫌忌量

原>夜のＯＯＤ＝２１８．５６ｐｐｍ、

したがって０．２２５％のＯＯＤの

計算値＝０．４９ｐｐｍとなる。（廉

‘忌量）

５～1．化学工業（顔料、染料、印刷イン

キ等製造）廃水によるモツゴ及びコ

イの致妬濃度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア試験廃水東洋インキ製造味式譽会社中）

は第１表のとおりであった。

分率菰盲 ％

奇工場廃水の素

９）廃水で分析値町２ ５１

ＩＯＵ
￣

６６ｂｂ ｕ

１
－
－
］

モツゴ平均体重１．６Ｍ、平均全長４．８６ｃｍ

東京都水産試験場水元分場内用水路に模ﾉ患せるものを係補。

コイ（当才魚）平均体重４．８９平靖1全長6.5ｃｍ

昭和３６生１０月９日～２１日

角型ガラス水槽（縦５５cm、横２０ｃｍ、深さ２４ｃｍ）に試験水１０必を入れ、

イ供試j魚

ウ試鵬期間

エ試験方法

匂

－３１－

ｑｌｏ？0４９１０４９ＩｏＬｏ

ＰＨ ＯＯＤ ＮＥ:４－Ｎ F１ｅ

１．５８ 5Z６６ｐｐｍ ２２１２ｐｐｍ ５２８ｐｐｍ

濃度％

(容積百分率）
供試尾数

生残率％

２４時間目 ４８時間目
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それぞれの水槽にモツゴの場合は１０尾、コイの場合は４尾づつを収容した。

なお、試験水の濃度は容積百分率によった。

(2)試験経過と結果

ア試験経過

同モツゴの場合．

霊忠

論開始後８時間目までに供試魚全部′Ｉ

ＯＢ三l計Ｈｆ1日薄闇日

。Ｂ二間曰

８(蕉自間目 三三(、うち６日

五Ｕ

８８寺間巨４時間ローＦ１士１Ｃ α１ロ＝

４８時Ｉ翫日 雪oｎ

４１８三月二日目始径２８時膿 。

４８時間目では５月

実齢開始より４８時|笥、７２時間繍侶

(ｲ）コイの場合

イ試験結果
●

（ｱ）モツゴの場合

第２表

４時間目翁開始照 ４８ｐ亭Ｆ１目

」０踵、７℃IＤＯ

ｏｐｍＩｂｐＩＩ

6．１１

８０

｢１４９ 6_ソ

「
』

沼ｌヌ８ ‐ソ

－３２－

試験開始時２４時間目 ４８時間目

濃度 観察記録

2.4％ 実験開始後８時間目までに供試魚全部死んで、生残魚Ｏとなる ｡

1．０ 開始後、１５時間目までは、全て生残していたが、１９時間目にいたって２尾死亡、さ

らに２４時間目では生残魚は７尾となった。

さらに、２８時間目では、７尾のうち６尾主で力&死んだ。４５時間目･では残る１尾も死

んで生残魚Ｏとなる ◎

0．７５ ２４時間目では１０尾生残していたが、２８時間目に２尾死んでいた。さらに４１時間

目では４尾生残していたｶｮ、４８時間目では生残魚０。

0．４９ 開始後２８時閣目では１０尾生残していたが、４１時間目では７尾に減った。

さらに４８時間目では５尾生残していた｡

0．１ 実験開始より４８時間、７２時間繍固せるも１尾も妬ななかった。

対照 同上

濃度 観察記録

１．０％ 開始時より２４時l趨目までに全部死亡。

0．７５ ２４時間目までに１尾死んで、生残は５尾。４８時間目では、さらに１尾ﾀﾞﾋﾟんで、生残

は２尾 。

0．４９ 開始後２４時間、４８時間目ともに変化なし。

０．２４ 同上

0.1 |司上

対照 |可上
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H）コイの場合

第５表
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水温変化範囲

（３）考察

ＴＬｍ推定値
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第４表

４時階 ４８時間I１Ｌｎｐ

８Ｐ １６１ｕ

｣.８ 」

生物学的な安全濃度推定値 第５表
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第６表嫌忌量推定値

｝廉忌量＝４８時間1ｍｍ×０．１

原液のＰＨが極端に低い（第１表）。従って試験濃度に稀釈した試験水も第２表、第５表にみ

られる様なＰＨ値を示している。ＩＩＬｎｶK低く出たのは、ＰＨの影響が大きい事によるものと思

われる。

参考例（曰ｴｴｴｓによる）

有機酸、鉱酸によるＰＨと魚の関係。（金魚使用）

LＬ

ｒ１

Ｌ－Ｊ

gｈＣＬＯ

ＱＬＣユＣ

ＯＡ＿,ＨＤＣ

５－２．化学工業（化学薬品、ホルマリン、合成樹脂等製造）廃水によるモッゴの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア試験廃水江戸Ⅱ|化学工業株式会社中１１|工場（葛飾区新宿町５－２９００）の廃水を用い

た。

廃水の性質は第１表のとおり。

第１表

6.8１８５．５４ｐｐｍ ソｂｂｌＩ

モツゴ平均体重１．６８ｙ、平均全長４．８６ｃｍ

昭和５６年１０月１４日～１７日

角型ガラス水槽（縦３５cm、横２０c7n、深さ２４ｃｍ）に試験水１０必を入れ、

それぞれに１０尾づつ収容した。

試験水濃度は容積百分率によった。

イ供試j頃

ウ試験期間

エ試験方法

(2)訓験経過と結果

ア試験経過

－３４－

｜薬品宅｜ｐＨ｜生存時間または生存期間

戻二='二三票二二F雲三Ei詞

モツゴ ０．０５１％
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◆
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４
４
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6.2～４８ｈｒ

４日以上

4.5～6.5ｎｒ

４日以上

０．５～０．８ｈｒ

４日以上

４８ｎｒ～４日以上

４日以上

６～４５ｎｒ

４日以上

0.4～０．５ｎｒ

４日以上

ＰＨ ＯＯＤ



●

●
ゾ

◇

●

ｒ
－
Ｉ
Ｌ

ヴ

〃
｜
ク
ロ

イ試験結果

第２表

ｌ１
Ｌ｣

(3)考察

ＩｉＬｍ推定値 第５表

４８照

【】

一擁２４時向

一・一録４８硲同

と１００

戎９０

率８０
％

７０

１．．

５０

４０

３０

？０

一
一

Ｉ
ｌ
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